
 
 
 
 
 
 

平成23年1月24日 

各 位 

                                                         会 社 名  大 倉 工 業 株 式 会 社 

                                                         代表者氏名  代表取締役社長 髙濵 和則 

（コード番号 4221 東証第一部） 

問合せ先 常務取締役ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｾﾝﾀｰ担当兼経理部長 豊田 員史 

（TEL 0877-56-1111） 

 

業績予想及び配当予想の修正、減損損失の計上並びに 

個別業績見込みと前期実績との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績を踏まえ、平成22年７月26日に公表した業績予想及び平成22年２月19日に公表した

配当予想を下記のとおり修正するとともに、平成22年12月期において、減損損失の計上を行うことといたし

ましたのでお知らせいたします。 

また、個別業績見込みと前期実績との差異について併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 
（１）平成22年12月期連結通期業績予想数値の修正（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
     百万円

 ８０，０００

    百万円 

 １，２５０ 

    百万円

   ８５０

    百万円 

   ５５０ 

   円  銭

  ８．９８

今回修正予想（Ｂ）  ８０，０００  ２，０００  １，６５０  １，１８０  １９．２７

増減額（Ｂ－Ａ）       ０    ７５０    ８００    ６３０      －

増減率（％）     ０．０   ６０．０   ９４．１  １１４．５      －

前期実績 
（平成２１年１２月期） 

 ７３，２２８  １，０７３    ７４０ △１，７４５ △２８．４９

（２）修正の理由 
① 売上高 
 合成樹脂事業部門は、産業資材用フィルムを中心に販売が順調であったことにより、前回予想を

４億円上回る見込みです。しかし、建材事業部門は、住宅市場低迷の影響を受け、前年対比では６

億円伸びるものの前回予想を４億円下回る見込みです。 

 その結果、売上高は、ほぼ前回予想どおりとなる見込みです。 

② 営業利益、経常利益及び当期純利益 
 営業利益は、固定費の削減や生産効率の改善に努めたこと等により、合成樹脂事業部門で６億円、

新規材料事業部門で１億５千万円それぞれ増加し、全社では前回予想を７億５千万円上回る見込み

です。 

経常利益は、借入金の削減効果等が加わり、前回予想を８億円上回る見込みです。 

当期純利益は、前回予想時には想定していなかった減損損失等により特別損失が膨らむものの、

繰延税金資産の計上額が前回予想を上回ること、減損損失に呼応する繰延税金負債の取崩しが発生

することにより、前回予想を６億３千万円上回り、11億８千万円となる見込みです。 



 
２．配当予想の修正 
（１）平成22年12月期（平成22年１月１日～平成22年12月31日）期末配当予想の修正 

 １株当たり配当金 
（基準日） 期末 年間 
前回発表予想 ０．００円 ０．００円 
今回修正予想 ３．００円 ３．００円 
前期実績 
（平成２１年１２月期） 

０．００円 ０．００円 

（２）修正の理由 
当社は、剰余金の配当につきましては、株主還元を経営上の最重要課題の一つと考え、業績や事業の将

来展開に必要な備えなどを総合的に勘案し、安定的な配当を行うことを基本方針としております。 

当期は個別、連結ともに利益を確保できる見込みとなりましたので、配当予想を修正いたします。 
 

３． 減損損失の計上について 

 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、平成４年に取得した岡山県岡山市に所在する株式会社岡

山ビジネスホテルの土地について減損処理を行い、減損損失を計上することといたしました。 

 本件に伴い平成22年12月期の連結決算において、特別損失として減損損失６億９千８百万円を計上す

る見込みです。 

 

４．個別業績見込みと前期実績との差異について 

（１）平成22年12月期個別業績見込みと前期実績との差異（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

平成21年12月期実績(A) 
     百万円

 ５３，７３２

    百万円

△１，１４４

    百万円

  △９３４

    百万円 

△２，２８４ 

   円  銭 

 △３７．２８

平成22年12月期見込み(B)  ６０，０００    ２２０    ４２０    ７００   １１．４３

増減額（Ｂ－Ａ）   ６，２６８  １，３６４  １，３５４  ２，９８４       －

増減率（％）    １１．７      －      －      －       －

（２）差異の理由 

売上高につきましては、すべての事業部門において販売数量が増加したこと等により、前期を62億６千

８百万円上回り、600億円となる見込みです。 

営業利益、経常利益につきましては、売上高の増加と固定費の削減等により、それぞれ 13 億６千４百

万円と13億５千４百万円改善し、２億２千万円と４億２千万円の黒字となる見込みです。 

当期純利益につきましては、前期と比較して 29 億８千４百万円改善し、７億円の黒字となる見込みで

す。 

その理由は、本業段階での 13 億円の改善に加え、特別損失額が前期に比べ５億円減少したこと、当期

より導入した連結納税制度の影響や繰延税金資産繰入の影響により法人税等の合計額がマイナス 10 億円

となること等によるものです。 

以 上 

 

(注)本資料に記載されている業績に関する数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は様々な要因により、記載された数値と異なる可能性があります。 



１．平成２２年１２月期連結通期業績予想数値の修正
（事業の種類別セグメントの業績状況）

２．借入金の圧縮状況について

平成２２年１２月期においては、流動化の廃止を中心に残高圧縮に努めた結果、実質ベースでは

前期末比で約57億円の返済を行い、引き続き財務の健全化に努めております。

（単位：百万円）

*1

*1 流動化の廃止を含む

割引手形 2,831 △ 4,897

リース債務 3,868 △ 575

前期末比増減額

金融機関等の借入金 23,508 △ 258

33.3

-  △ 1,447

241

60.0 1,073

94.1 740

114.5 △ 1,745

経　　常　　利　　益 850 1,650 800

当　期　純　利　益 1,180

22年12月末残高

630

1,250 2,000 750

0

そ の 他 の 事 業 200 50

-  △ 2,384

700 150 27.3

△ 1,400 △ 50

259

600 17.4 4,404

新 規 材 料 事 業 550
営
　
業
　
利
　
益

合 成 樹 脂 事 業 4,050

建 材 事 業

消 去 ・ 全 社 △ 1,550

計

△ 1,550

△ 1,350

3,450

0.0 73,228

そ の 他 の 事 業 4,350 50

建 材 事 業 8,300

80,000 0

△ 4.6

1.2

14,349

400

△ 400 7,684

4,443

以　上
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49,300

（単位：百万円、％）

項　　　目 前期実績

49,700

合　計 30,207 △ 5,730


